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第 29巻総目次

原著

Sandmeyer犬における下垂体前葉の組織学的研究ー－一－… …・・・・・一 －－…－－－－－－勝 田 正 明 （ 1) 

卵管及子宮の知覚神経支配に関する組織学的研究－－－一 …ーー…ー ………－…・…足立道五郎（ 16) 

エーテル，サイクロプロベンp 笑気及フルオセンの肺胞微細構造に及ぼす影

響についての実験的研究，特にマウス肺胞細胞の電子顕微鏡的変化に

ってー－…・・・……・……一一.... ……・・…....・ E・－…………………ー・…………中 嶋

体外循環の実験的研究…－－－ ……・ E・E・－－…・………………ー一－－－ーーー・・…・…・緒方

不可欠脂酸欠乏と術後急性肺水腫の発生機序に関する実験的研究・…・・ ・...... ー.....長瀬

胸廓前食道再建術に関する実験的研究…・…・・・…・・……・・…・…・………ー・・ h ・a・ー－…鈴 木

肝循環障害犬の血清蛋白・…・・ー…－－－－………….....・ H ・－－－……・…・……・ーーー・ー…倉 本

肝動脈血流遮断による肝壊死発生機序について………....・ H ・－－… .............・ E ・中 瀬

肝動脈遮断後の血中アンモニア値の変動…・………－…ー・・・・・・ー一 ー・…－－…－－ー宮 崎

肝動脈血流遮断後の壊死肝に於けるレシチナーゼC活性に就いて…一ー………・ーーー一－－山 辺

特発性脱痘に於ける交感神経節の病理組織学的研究並びにその病因に関する知

目枝（ 39) 

武，他（ 59) 

正夫（ 69) 

博（ 93) 

信 二 （ 125) 

明（ 157) 

豊基（ 177) 

一郎（ 205) 

見補選……………………－…・ーーー・……・・・・………・ 一ー ・…・・・・・・・・平

N. thoracodorsalisの切断及び N thoracicus longusの挫滅による気管支鳴

息、に及ぼす影響……ー・ーーー…………………・一………….......…………………・・安

末檎リンパ中の濃度に及ぼすべニシリンの注射量に関する実験的研究，更に高

分子P.V.P.のDepot作用について－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ －－ー一一ー ー…武

合成樹脂注入法による実験的胃潰蕩の脈管的研究・・・…・ー・ー…ー・・ ・ ・…ー・…片

代用勝E光の造設に関する実験的研究（その I，その 2）…一ー一一一－－ ー・ ・… ー平

大腸菌鴻液p 濃厚アルコホールp キナポン液の局所注入に依る犬のAuerbach氏

光圭夫（ 225) 

藤六郎 c242) 

内謙三（ 255〕

岡典正（ 290) 

光圭夫（ 310) 

神経叢の変性並びに再生に関する実験的研究…ー・ーーーーーー ー・ーーー ー一－－満 田 久 和 （ 377〕

位相差顕微鏡による神経線維の変性実験に関する神経病理学的研究ーー・・・ー….....・…満 田 久 和 （ 392) 

酒石酸チオニン包埋染色法による人の虫垂の神経要素に関する神経組織学的研究－－－－－満田久和（ 407〕

門脈犬に於ける肝切除後の肝再生能・……・・…….........・・・・・・・・・・、 ・・・・・・・・・・・…辻井和一郎（ 414) 

脳神経外科領域に於ける滞紙電気泳動法による髄液蛋白の研究ー・・・ー… －－一一.......…師 岡 正 年 （ 430) 

脳脊髄液及び脳実質中のPlasmin系に関しての研究・…一 ............ーー・ー ーー…・ーーー・田 中 正 忠 （ 447) 

末梢神経に於ける無髄神経線維の電子顕微鏡観察.....・ H ・－－－－……ー・・・一....・a・－・……………近江 達（ 457) 

肺切除術後の気管支凄に関する臨床的並びに病理学的研究…………・・ー…・・・・・・……・荒川達雄（ 465) 

実験的肺水醸の微細構造学的研究・… ・… ・ー…・ー・………・……......…………一山 口 雅崇（ 482) 

急性肺水腫の発生と迷走神経切断との関係、に関する実験的研究一…........ －ー…ーーー・ー稲井 健（ 511) 

消化管の働作電流及び内圧の変化についての研究ー・・ーーー ••••••• ーー ー… …・…ーー本国後三朗（ 627) 

外科的侵襲の腎機能に及ぼす影響についての臨床的研究.............. ・・.........…ーーー小河一夫（ 548) 

〕実験的収縮性心膜炎に於ける血行動態に就いて……・……・ー－－－－－一ー・・・…・………中 司延 匡（ 574) 

全身麻酔時及び人為低体温下，血中 17・Hydroxycorticosteroidの変動についてー…一井内良雄（ 600) 

甲状腺疾患手術時に於ける甲状腺及び副腎皮質の態度・・・・・……・・・・…ー………・田水本 竜 二 （ 615) 

経静脈性に投与した脂質乳剤の肝臓に於ける処理態度についての電子顕微鏡学的研究ー中村正則（ 699) 

中脳と小腸運動に関する実験的研究一一－－－……一…ー……・・…・・ー…ぃー…・・・ー西本敏 男（ 725) 

実験的頭部外傷脳に於ける神経細胞の変化の位相差顕微鏡による追求・ーー・・・一 …ー桧 島 正之（ 746) 

腫疹の同種並びに異種移植－……ーーー・…・……・………………・ －ーー・……・・…ー宮脇英夫（ 765) 

冠不全の外科的療法に関する実験的研究－－… ・ー……－－－ －ー一…・……・・…－－－－ー鈴木昭 二（ 779) 
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皮膚温度による植皮の研究ー …………ー………－ー ....一…....…－・…・……－中山利一（ 812) 

主主性麻簿に於ける姿勢と運動の臨床的及ぴ実験的研究ー………一・ 4 …・・・ー…… …伊藤鉄夫・他（ 891) 

腹水腹膜の吸収能に関する実験的研究ーー ・ーーー…ー ・ーーー・一……－－ －－－－－一田原浩明（ 909) 

肺動脈並びに肺静JJIR＊音紫に関する実験的研究・……－・…….....ーー一・………・・・ー…隠岐 和 彦（ 925) 

酸化油脂の毒性に関する実験的研究・・…ー..・ e・－－－…一・・・・…・・・ー…・……・・－……・・岸本 明（ 948) 

腹!If内癒着の発生と全身性要因についての臨床的並びに実験的研究－…・…… …ーー・榎本 宏（ 970) 

実験的外傷性昏陸に於ける中脳切断及び PHENOBARBITAL投与の影響－…－－－－－松本 悟（1059)

脊鐙蜘網膜下腔に於ける髄液循環の実験的研究・……・ーー…・・…・・…ーー……ーーー－須原邦和（1091)

脊儲損傷における腸管運動に関するレントゲン学的研究 －－－－…・・ーー…………・・…・寺村 正（1125)

冠不全に対する Cardiopneumonopexyの作用機序に関する実験的研究・・……・……ー村川繁雄 (1137)

血栓治療の実験的研究…… ー一ーーーー・…・・…・・・ー…・・…ー ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今村芳秀 (1158)

肺手術の術前検査としての低酸素負荷試験の意義について ••••••••••••••••••• ー・ ・・・・入江義 明 （1170)

放射性同位元素使用による胃全別後の小腸運動と吸収との関係、に就ての実験的研究・…・佐藤 二郎（1197)

脊椎結核に対する病巣廓清術に就いて・…・ー・・ー・…ー ー・ー…・・ー・・…………ー金 和 守 (1210)

腰痛患者における脊椎の「ずれ」特に非分離性脊椎とり症および後方脊椎とり

症のレ線学的研究 ー…・…・・・… … … －一－ ー・…－－・…－一一・ー・・・・・…吉川和男（1235)

異所的骨形成に関する組織化単的研究…・…………・・－…・・・… ・ーーー・・・ ・・・・・1甫 回 国 志（1258)

椎間板の変性と組織化学的研究・ー….....・ H ・－……….....・H ・－…… ・・…....・a・－……－－－－田中清介 (1276)

関節滑液膜の微細構造に関する研究......・ H ・－…・・……ーー…..........…・ー・ー・・・・・・・…森 英 吾（1295〕

人工心肺装置及び体外循環の実験的研究，特に生体に及ぼす脈動の有無の影響

についてー・ー －一...・・…・ ・ー ーー ・ …一........……－－－ －－－ 野々山 明（1381)

体外循環の実験的研究，特に脈動の有無が末梢循環に及ぼす影響について・ーー………武 田 惇 (1407)

任意心持停止法の心機能曲線に及ぼす影響に関する実験的研究ーー…ーーーー・ ーー・・ー楠 卓郎・他 (1431)

肝動脈遮断と肝内門脈血流ー・・………・ 0・ーー一一 ーーー ーー…一一一...・ H ・－－－－－－－－－宮脇英利（1443)

脈管外通液路系による療の拡がり方ー ーー・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ー…一… .................…山本政勝 ・他（1456)

肝動脈血流遮断による肝壊死に対する肝内門脈血栓の影響 ーー ー・… ••• •• ••• •• •• •••• 杉田太一 (1474)

頭部外傷における指尖容手創照波の研究…・・・・・…..........司ー一 い・・－……・…・ーー…渡 辺 信夫（1495)

常温下並びに低体温下に於ける冠血流遮断に関する実験的研究・・ー 一…・・0 ・….......富

心臓切開の心臓持出量に及ぼす影響に関する実験的研究・一…・…・…一ーー ぃ…・…・ー節

同種肺利用による体外循環時の血流量並びに体温と酸素消費量に関する実験的研究・・・鄭

肺手術が胃運動に及ぼす影響に関する実験的研究..........・・・・ ー・・………ーーーー・・…石

食道静脈癒の実験的作製に関する研究…一ー －ーー・ー・…… …・.......… ・ー…・・…ー・・徳

門脈血の肝迂回路形成に蘭する実験的研究・・・リ －一…・田・…．．、 e ー ・…・・・・・…・・桧

実験的肝硬変に於ける肝の再生に就いてー・・ ・ ・・・・・・ー一一・ーーー・・・……－…・…－後

肝機能とアミノi竣に関する実験的研究…ー・…・…・0・…一 ....，…・・・... ー・・・ー・・酒

肝薬動脈イヒ・小腸広範切除に関する実験的研究ー・・ー一・ーーー…・ー・ ’…・・・…・…・・長

門脈再建に関する実験的研究…一ー… ー－－－－ －－－－－……・・・・ーー.......・・・・・・・ …・・－…－伊

門脈再建に関する実験的研究ー・・ー……........……・・・……・・ －－－－……………・・西

箆床

岡治彦 (1513)

f€ 陳・他（1536)

~~ 陳（1540)

JI! 登 (1551)

田 稔（1572)

波英一 (1584)

藤明彦（1598)

井 淳 (1623)

尾道雄（1640)

達政照（1667)

本勝美 (1691〕

可除去性脊髄!If造影剤ljMyelopaqueによるミエログラフィーの経験・ー…………・・・鶴海寛治 ・他 （650) 

脊稚骨粗費量症のレ線学的研究・ー・・一ーーーー－……ー..... ー….............… ・…・…広 谷速人 (1325)

心安中隔欠損と Valsalva動脈癌破裂の合併症例に対する直視下心臓内手術の経験・・一節 伐 陳 (1710)

非チアノーゼ先天性心奇型に対する直視下心臓手術の成績，.....… ............一・・・…ーー鄭 開 陳（1720)

胃癌手術と CoGO遠隔大量照射との併用について・…・…・ 0・9 ・ －－－…－・・ー・…・ー伊藤春雄 (1725)



Ivalonに依る体腔壁の成形について……・・・・…・・・・ー…・……・…・…・………i…伊達政照・他（1743)

症例報告

耳下腺結核の l例ーー…ー………・・・・.......... ・－ ー……….........……・…・・ー・ー江 左 階 ー（ 320) 

Hurthle cell tumorの3例..................…・・……ー.......・ H ・－…… E・E・－堀 康郎（ 323) 

外傷によると恩われる脊髄空洞症の剖検例......……ーー 一 ・ーー・… … ・ … ー ・ … 月 本 裕 国 （ 327) 

持続的排液法による脊髄液凄の処置法一ーーー ………ー－－－ ・…・……一・・・…・・…青木 崇・他（ 335) 

交連部切開術後，腹部大動脈分岐部に 2回鞍状栓塞を来しP 何れも栓子易日出術

によって全治せしめえた 1症例について…一…・・一…・・…ーー…・・・・・・・・・・・・・・・・ ー木村忠司・他（ 339) 

乳腺に肉腫性結節性増殖をみた急性骨髄性白血病の 1例・…・……・…・ー・一－－－・…山崎英樹・他（ 347) 

乳腺結核症の 1例－ 一ー・・・・・・ 一ー・ーー……ー・ー ー・・……・……・…・・…ーー一－－横山 敏・他（ 351) 

姻虫迷入によりイレウスを起せるメッケル氏懇室炎の l例……・…・・……・ E・E・－－・……山根 斉・他（ 354〕

慢性腸重積症の l例・ーーー・・・・ー・…・ー…・…ーー・－－…・・…・・…・・……・…ー…ー 高山文三・他（ 357) 

長管骨骨幹部結核長管骨顕疎1例－－－ － ・………・・・・・・・…・一….....・・・・・・・一・……野末 洋・他（ 359) 

大腿骨上部に発生した巨大な軟骨性外骨腫の 1例－…ー…・・・… …・・………－…・喜多幅知郎・他（ 364) 

ホジキン氏病に対する肺葉切除の l例…・アルモンド・ベホ・プスト，ヴィセンテ・ハボネロ・サンチェス（ 654) 

外傷性動脈痛による腔骨神経障害の 1例一……・・…・・…・ーー…・ー・・・・ー…・ 一一石丸久生・他（ 661) 

糖尿病性壊痘の腹部交感神経節切除術による治験例ーー ーー一 ・・…・・ー ………・木村 昇・他（ 663) 

特発性総輸胆管拡張症の 1治験例並びに其の統計的検索ーーーーー ー－－－－ ー一…・・…・・山口雅崇・他（ 667) 

十二指腸穿孔による横隔膜下膿蕩治験例…・ …ー…ー ー・・ ーー・…・…………・・横山 敏・他（ 671) 

癌転移を思わせた開腹創痕痕内の骨形成ーーーー－－ －－ － ー－ 一ーーーー……・…松波英一（ 676) 

外傷性大網出血の 1例ー............…......……・・…・…－……ーーーー ・・ ・…ーーー一－山 口 雅崇（ 680) 

興味ある経過をとった十ヵ月妊婦の急性虫垂炎………・ーー・ーー・ーー一....・ E・......一ー山口雅崇・他（ 681) 

腎被膜より発生したと思われる巨大な後腹膜腫疹の 1例・.... ・・・・ E .............ーー 佐々木俊・他（ 685) 

外傷性勝脱破裂後に発生した勝脱結石症の l例…・…ーー 一ーーー・ー…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・片岡善一・他（ 690) 

興味ある胆石イレウスの 2症例と胆石の十二指腸穿通を実証した症例について－－－－ーー藤田 登・他（ 835) 

先天性胆道閉塞症の l例ー一…一・・…・… .........................……・…………・…・…浜野研 j談・他（ 840) 

興味ある胆石症の I経過一－ー……一・・…・…・・・－－－－－－－－一一....….........………・浜野研蔵・他（ 843) 

胃ポリープ E・e・－－… H ・P・－ーーー…・ー・・・ー…ー…・………ー…－－－…・・・………・・・…ーー林 章梁・他（ 845) 

横隔膜弛緩症に合併した胃軸捻転の 1例ーー…・・………・…ー・…........………… ー森岡哲吾・他（ 850) 

姉妹に観られた内臓転位症一…ーーーー…・ー…・…・…・…・…・・….....・ H ・－…・・・・……・木村 昇・他（ 854) 

成人小腸重積症症例ーー ー ーーーーー ーーー ……－－…－－－…・ E・E・－一ー …・・徳田 稔・他（ 856) 

メッケル氏憩室軸捻転の l例－－－－－－－－ーー ・・ーー ー ー・…・・・…・・…－ ー ーーー一大沢一博・他（ 861〕

複雑な腸管結節形成に依るイレウスの 1治験例ー・・ ー－－－－ ........................…・・富岡治彦・他（ 865) 

広範囲腸間膜動脈閉塞性腸管壊死の l例 ー・ ー ーー…・・・・…・ー・ーリ ..........ー…吉永道生・他（ 868) 

墜落による直腸裂創の l例・一 一一…・・……・・……..........ーー・・・ ー… …ーーーーーー長 尾 道 雄（ 872) 

急性腹膜炎を伴った単発性横行結腸憩室炎の l例……・…・……………・ー－………岸 智・他（ 874〕

クロールプロマジンによると恩われる円形脱毛症様の脱毛を来たせる 2例.....一………西村耕作・他（ 878) 
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外傷に基因した勝銑内異物結石のl例・ー………・・・…・ ・・・・・・・・・・……・……...・H ・－－御荘基信・他 (1769)
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第 359回.. . ...…・…・ －－ …… ー…一 一 ー・ ・・－….....… ・…－・…・・…・・・ ・ー………・… （367) 

第 360回一－－－－……………… …－・ー ・・・・・ー・ー・・・ー・・……・…・・・・・ー… ・… ・…・・… －一……・－－－ ( 370〕

第 361回…ー・・…...・ H ・・ ...…...・H ・－－－－ － ...・・………・・・・…・．． ．．・…・…・ー・・ ・ー… ...・・・・・・・・・ ・( 372) 

第362回ー…一－－－－…………・・ー ……一一…・ー ・....・H ・－………・・・・… …－－－ －… … …・・・一一……… (1365) 
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第 365図…・一 －・…・…・……－ ・・……・・・ ……………一………・・ー ・・・・・………………………… ーー (1368) 
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第 368回－ －一 一・…・…… －－－－－…………－－一 …・・・ ・・・ ーベ ー・………－… －－ ……ー・ －一ーー・(1784)

岐阜外科集談会

第4回……・… ……・…………………・……H ・H ・－…… ・田 … ..・・・ ……・・………………・ー・……ー( 374) 
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の1自に発行する（年間6冊〕． 状況により臨時l曽

刊を発行する，

C本誌、予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額I,000円（送料を含む）としP 分売

は1冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原著には

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報＇ 400字詰15枚以内（図表共）

C原稿の当編1降室へ到達した日附を受付目とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字を，叉

数字はすべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は月かなでかく事．この際は「 J不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg，。'C,''・ 

%, pH，等ピリオド不要

0原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

OJ11i画p 曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

L，直ちに凸版の製作が出来るようにして送附のこ

と．またp その押入位置を原稿に記入する事．

O図， i丸写真君事はすべて別紙に記入，若しくは添附

し：本文中には挿入個所のみ指定する事．

昭和35年 4月21日印刷

昭和35年 5月 1自発行
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0原稿は完全なものとして御送附願いたい．校正の際

における加筆補立は認めない．

0引用文献は篇末に集め，次の例による．

f氏名） （表題）
Beatson, G. T.: On the treatment of inoperable 

「雑誌名）＜！i1 

case of carcinoma of the mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀： illil賢皮質ホルモンの測定と臨床．最新医

学，時， 766，昭26.

0掲載料は実費として l頁1200円としP 図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例報告に於

ては 3頁までは無料としP 此れを越すものに対して

は実費をf!Vo[・zする．アート紙の使用p コロタイプ天

然色図版のよゐ段等に関しても著者に於て実費を負担

するものとする．

-:::.JJ仰jに於て特に早〈掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に百1望書官

を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

0なお原稿は返却しない．
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京都市左京区聖護院川原町

編時兼発行者 青 柳 安 誠

京都市下京区油小路松原上 ル
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印刷所 松崎印刷株式会社
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0本誌は毎年 1月， 3月P 5R, 7月， 9月及び11月

の1日に発行する（年間6冊）． 状況により臨時増

刊を発行する．

。本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額1,000円（送料を含む）としF 分売

は1冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度としP 和文原著には

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

C原稿の当編斡室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字をp 叉

数字はすべて算用数字を使用しP 日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 j不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg，。'C,μ, 

%, pH，等ピリオド不要

。原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

し、

O挿画p 曲線等は必ず白紙叉は青線方眼紙に墨で清書

し，直ちに凸版の製作が出来るようにして送附のこ

と．またp その挿入位置を原稿に記入する事．

O図，表，写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．
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0原稿は完全なものとして御送附願いたい．校正の際

における加筆補正は認めない．

0引用文献は篇末に集め，次の例による．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T.: On the treatment of inoperable 

f雑誌、名）（巻）
case of carcinoma of the mamma. Lancet, 2, 

（頁〕（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副賢皮質ホルモンの測定と臨床．最新医

学， 6,766，昭26.

0掲載料は実費として 1頁1200円としP 図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例報告に於

ては3頁までは無料としP 此れを越すものに対して

は実費を徴収する．アート紙の使用P コロタイプ天

然色図版の掲載等に関しでも著者に於て実費を負担

するものとする．

0症例に於て特に早〈掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする

0執筆者に於て別刷希望の方はp 寄稿と同時に希望数

を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

0なお原稿は返却しない．

定（昭.33.10.30改正）規稿投
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思師 近藤鋭矢先生は本年 5月16日を以て，めでたく満60才に達せ

られました。還暦を迎えられでも尚壮者を凌ぐお元気を以て日々の御

診療に，研究の御指導に御活躍なさっておられますことは，誠に慶賀

の至りであります。

先生が昭和14年 6月京大教授の重責をになわれてから数年をいでず

して，我が国は第 2次世界大戦に突入したので，僅か 2,3名の教室員

と共に教室を守り，将来の発展への礎を黙々と築いてゆかれた御苦心

のほどは，折にふれ漏らされる御話の中に窺われますが，その苦難時

代に先生が，学聞に対する蛾烈な情熱を傾けて培かわれた骨，関節結

核，坐骨神経痛，骨格筋に於ける神経終末の研究は，その後輝かしい発

展を遂げ，今や先生は，此の方面に於ける我が国の第一人者であられ

ることは皆人の知る所であります。先生は叉昭和14年から17年にかけ，

3回に亘たり危険を冒して満洲奥地に踏み入って，アジヤの奇病カシ

ン・ベック氏病を御研究になりましたが， 20年後の今日，此の御研究

を足がかりとして，前人未踏の研究分野の開拓に新？こな情熱？燃やし

て居られるのみならず，更に日本整形外科学会に於ける来年度の宿題

として「頚部脊椎骨軟骨症」の研究を担当せられ，日夜教室員を指導

督励して居られる先生のつァイトは誠に驚歎に値するものがありますE

先生は今や日本の整形外科学界に於ける最古参の現役教授であられ

るが， 20年間ひたすら人材の養成のみを目指して精進して来たと御述

懐になっておられます。京大整形外科教室が本邦整形外科の大教室の

1つとして，推しも推されもせぬ偉容を示すに至ったのは，偏に先生

のひたむきな御精励と温かく大きな抱擁力とによるものにほかなりま

せん。

日ごろ先生を尊厳な恩師と仰ぐと共に，慈父に対する親愛の念を以

て敬慕申上げている私共門下生一同は，本号を還勝記念号として先生

の膝下に捧げ主すことを無kの喜ぴとするものであり主す。

昭和 35年 9月

門下生一同



・印刷と製本・

一一一一一

ホ設匝崎戸口a 崩リ＋：米亘書＝虐主宰走七

京都市下京区油小路通松原上ル

電話⑤ 47 1 7・47 6 4番

振替京都 18 7 4 7番

一一一一一一



1380 日本外科宝函第29巻第5号

投稿規定（昭.33.10.30改正）

O本誌は毎年 1月， 3月＇ 5月， 7月， 9月及び11月

の1自に発行する（年間6冊）． 状況により臨時増

刊を発行する．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額1,000円（送料を含む）とし，分売

はl冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原著には

欧文表題，欧文お〉録，欧文原著には和文表題及び和

文お鳴を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字あ又

数字はすべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 」不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg, °C, μ, 

弘 pH，等ピリオド不要

。原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文お犠はタイプライターで記入され度

u、．

0挿画，曲線等は必ず白紙又は青線方限紙に墨で清書

し，宜ちに凸版の製作が出来るようにして送附のこ

と．また，その挿入位置を原稿に記入する事．

0図，表，写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．

昭和35年 8月21日印刷

昭和35年 9月 1日発行

編精査責発行者

正日 刷 ー老

F-P 席。 所

0原稿は完全なものとして御送附願いたい．校正の際

における加筆惰正は認めない．

0引用文献は筒末に集め，次の例による．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T.: On the treatment of inoperable 

（雑誌名）（巻）
case of carcinoma of the mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副賢皮質ホルモンの測定と臨床．最新医

学， 6,766，昭26.

0掲載料は実費とLて1頁1200円とい図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例報告に於

ては3頁までは無料とい此れを越すものに対して

は実費を徴収する．アート紙の使用p コロタイプ天

然色図版の掲載等に関しても著者に於て実費を負担

するものとする．

0症例に於て特に早〈掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に希望数

を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

0なお原稿は返却しない．
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